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（百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 9,340 5.2 282 △20.0 313 △16.0 121 △34.2 

29年３月期第１四半期 8,882 6.6 353 21.2 373 22.1 184 44.1 
 
（注）  包括利益 30年３月期第１四半期 270 百万円 （65.6％）  29年３月期第１四半期 163 百万円 （△51.4％） 

                
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第１四半期 3.47 3.42 

29年３月期第１四半期 5.28 5.21 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 30,692 15,163 48.5 

29年３月期 31,944 15,300 47.1 
 
（参考）自己資本 30年３月期第１四半期 14,887 百万円   29年３月期 15,044 百万円 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 10.00 － 12.00 22.00 

30年３月期 －        

30年３月期（予想）   11.00 － 11.00 22.00 

（注）  直近に公表されている配当予想からの修正の有無    ： 無 
 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 44,000 2.0 2,400 0.2 2,500 0.7 1,500 0.1 42.80 

（注）  直近に公表されている業績予想からの修正の有無    ： 無 
当社は、業績管理を年次で行っているため、第２四半期（累計）の業績予想は行っておりません。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 有 

新規  １社  （社名）  NACS BD Co., Ltd. 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有 

（注）  詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記  （３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無 

④  修正再表示                                  ： 無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期１Ｑ 35,784,000 株 29年３月期 35,784,000 株 

②  期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 733,364 株 29年３月期 733,364 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 35,050,636 株 29年３月期１Ｑ 35,011,638 株 

 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報  （３）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用や所得環境の改善などによる個人消費の持ち直しや、世

界経済の緩やかな回復を背景とした輸出の持ち直しなどにより、回復基調を維持しております。しかしながら、米

国政権の政策の不確実性や、人手不足感に伴う人件費上昇などの影響が懸念され、先行きは不透明な状況となって

おります。ビルメンテナンス業界においては、引き続き施設の維持管理コストの見直し意識が強いものの、省エネ

や省コストに関心が高い状況が続いております。 

このような経営環境の中、当社グループにおいては、サービスを提供する現場でのお客様との接点を最重要視

し、当社のノウハウを活かした設備診断、ソリューション提案、省エネや省コスト提案を通じてお客様の潜在的ニ

ーズの掘り起こしに努め、新規物件の獲得や既存契約の維持に取り組んでまいりました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は93億40百万円（前年同期比5.2％増）、営業利益は２億82百万

円（前年同期比20.0％減）、経常利益は３億13百万円（前年同期比16.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は１億21百万円（前年同期比34.2％減）となりました。 

なお、当社グループは、建物設備のライフサイクルに合わせて、メンテナンスサービスとリニューアル工事とを

一体化した事業活動を展開しており、当該事業以外の事業について重要性が乏しいことから、報告セグメントを単

一としております。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

総資産は、前連結会計年度末に比べて3.9％減少し、306億92百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて7.4％減少し、171億15百万円となりました。これは主に、現金及び預金

が15億82百万円、たな卸資産が６億４百万円それぞれ増加し、受取手形・完成工事未収入金等が36億40百万円減少

したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.9％増加し、135億76百万円となりました。これは主に、ソフトウエア

が３億82百万円、投資有価証券が２億23百万円それぞれ増加し、ソフトウエア仮勘定が３億71百万円、投資その他

の資産のその他が58百万円それぞれ減少したことなどによります。

（負債）

負債合計は、前連結会計年度末に比べて6.7％減少し、155億28百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて8.8％減少し、104億87百万円となりました。これは主に、未払費用が３

億21百万円、流動負債のその他が２億45百万円それぞれ増加し、支払手形・工事未払金等が９億54百万円、未払金

が３億１百万円、未払法人税等が２億94百万円それぞれ減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて2.0％減少し、50億40百万円となりました。これは主に、固定負債のそ

の他が54百万円、退職給付に係る負債が22百万円それぞれ増加し、長期借入金が１億91百万円減少したことなどに

よります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて0.9％減少し、151億63百万円となりました。自己資本比率は前連結会計年

度末の47.1％から48.5％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの中核事業である建物設備メンテナンス及びその補完的役割を担う建物設備工事におきましては、

世界各国の政治、経済の先行き不安を受け、設備投資への不確実性が増しているものの、環境に関心が高まってい

る昨今、省エネや省コスト等につきまして、引き続き高い関心がもたれております。

このような経営環境の中、よりお客様との接点を重要視し、「設備診断」「ソリューション提案」「省エネ・省

コスト提案」に注力して、メンテナンス及びリニューアル工事の拡大を図ってまいります。

従いまして、平成30年３月期の通期業績見通しは次のとおりとなります。

 

  連結

売 上 高 44,000 百万円 前期比 2.0 ％増

営 業 利 益 2,400 百万円 前期比 0.2 ％増

経 常 利 益 2,500 百万円 前期比 0.7 ％増

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益
1,500 百万円 前期比 0.1 ％増

なお、上記の見通しは、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づき作成したものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は今

後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,404 6,987 

受取手形・完成工事未収入金等 11,435 7,794 

電子記録債権 445 634 

たな卸資産 395 1,000 

その他 809 698 

貸倒引当金 △1 △0 

流動資産合計 18,490 17,115 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,075 3,052 

土地 3,927 3,929 

建設仮勘定 0 - 

その他（純額） 1,915 1,892 

有形固定資産合計 8,918 8,873 

無形固定資産    

のれん 194 187 

ソフトウエア 61 443 

ソフトウエア仮勘定 371 - 

その他 23 23 

無形固定資産合計 651 654 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,320 3,544 

その他 569 510 

貸倒引当金 △6 △6 

投資その他の資産合計 3,883 4,048 

固定資産合計 13,453 13,576 

資産合計 31,944 30,692 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 5,191 4,237 

電子記録債務 2,363 2,350 

短期借入金 63 87 

1年内返済予定の長期借入金 643 641 

未払金 499 197 

未払費用 1,580 1,901 

未払法人税等 470 175 

役員賞与引当金 39 - 

受注損失引当金 43 43 

その他 607 852 

流動負債合計 11,500 10,487 

固定負債    

長期借入金 2,166 1,974 

役員退職慰労引当金 258 267 

執行役員退職慰労引当金 16 18 

退職給付に係る負債 2,414 2,436 

資産除去債務 46 46 

その他 241 296 

固定負債合計 5,143 5,040 

負債合計 16,643 15,528 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,139 1,139 

資本剰余金 1,168 1,168 

利益剰余金 11,502 11,200 

自己株式 △91 △91 

株主資本合計 13,719 13,417 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,641 1,793 

為替換算調整勘定 △3 △19 

退職給付に係る調整累計額 △313 △304 

その他の包括利益累計額合計 1,324 1,470 

新株予約権 142 152 

非支配株主持分 113 124 

純資産合計 15,300 15,163 

負債純資産合計 31,944 30,692 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日） 

売上高 8,882 9,340 

売上原価 7,179 7,649 

売上総利益 1,702 1,691 

販売費及び一般管理費 1,349 1,408 

営業利益 353 282 

営業外収益    

受取利息 1 1 

受取配当金 20 22 

その他 9 12 

営業外収益合計 30 36 

営業外費用    

支払利息 6 5 

持分法による投資損失 1 - 

その他 2 0 

営業外費用合計 10 5 

経常利益 373 313 

特別利益    

固定資産売却益 - 5 

特別利益合計 - 5 

特別損失    

固定資産売却損 0 - 

固定資産除却損 0 0 

特別損失合計 0 0 

税金等調整前四半期純利益 372 318 

法人税等 179 191 

四半期純利益 193 127 

非支配株主に帰属する四半期純利益 8 5 

親会社株主に帰属する四半期純利益 184 121 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日） 

四半期純利益 193 127 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △14 152 

為替換算調整勘定 △26 △17 

退職給付に係る調整額 11 8 

その他の包括利益合計 △29 143 

四半期包括利益 163 270 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 159 267 

非支配株主に係る四半期包括利益 3 3 

 

- 7 -

日本空調サービス㈱（4658）平成30年３月期第1四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

① 連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間より、NACS BD Co., Ltd.は、重要性が増したため、持分法適用非連結子会社から

連結子会社（特定子会社）に変更しております。また、NACS TPS ENGINEERING CO., LTD.は、支配力基準により

実質的に支配していると認められたことから、持分法適用関連会社から連結子会社に変更しております。

なお、当第１四半期連結会計期間において、当社の完全子会社であった東日本空調管理株式会社は、当社を存

続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

② 持分法適用の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間より、NACS BD Co., Ltd.は重要性が増したこと、また、NACS TPS ENGINEERING 

CO., LTD.は支配力基準により実質的に支配していると認められたことからそれぞれ連結子会社に変更したた

め、持分法適用の範囲から除外しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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